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ALS は TDP-43 の核外移動が病理学的特徴である。この TDP-43 はその核内量

を厳密に維持する機構が存在する。この様な機構は、工学系ではよく知られて

おり、ロバスト性と言われる。ロバスト性は、一面、極めて脆弱な一面を持

ち、ある種の要因に対しては極めて脆弱となる機構である。 

本講義では、TDP-43 のロバスト性の破綻という観点から、我々の追及する

ALS の分子機構を概説したい。 

 

 

 

多数の皆様の御来聴をお願い申し上げます。 

 

 

連絡先：脳神経病態学分野 横田 隆徳 03-3813-6111 内線 7251 
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